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　徳島頭首工は、山梨県中北地域の韮
崎市に在り、釜無川より取水を行って
いる農業水利施設です。この頭首工よ
り取水された水は、徳島用水路を通じ
て、下流の韮崎市、南アルプス市の水
田・畑（受益面積1,930ha）へ配水され
ています。
　徳島頭首工は、昭和40～49年度に国
営釜無川右岸土地改良事業により整備
されましたが、事業完了後、経年に伴
い摩耗、ひび割れ等の発生が生じてい
ることから、今回、釜無川国営施設機
能保全事業により、施設の機能保全整
備計画に基づく長寿命化対策を行い、
農業用水の安定供給を図ることとされています。
　本工事は、頭首工の摩耗対策として、主に表面コンクリートをハツリ除去し、超高強度繊維補強
コンクリートパネル（A=1,223㎡ ）に置換えるものです。
　置換え工事は 3月中旬時点で約1,100㎡ が完了しており、 3月末までには全数量が完了する予定
です。その後仮締切りの撤去等を行い、 5月末に全体工事を完了する工程で工事を進めています。
　釜無川支所職員の方々のご指導・ご協力も賜り、これまで無事故で推移しております。最後まで
気を抜くことなく無事に竣工することを目標に、職員一同努めてまいります。

釜無川国営施設機能保全事業
徳島頭首工補修工事

監督職員

（写真右） 関東農政局西関東土地改良調査管理事務所

前釜無川支所長　　原田　浩充
（ 4月 1日より、荒川中部農業水利事業所　調査設計課長）

現場代理人

（写真左） 株式会社奥村組

農政徳島工事所 渡邉　知成

監督職員からのエール

　頭首工自体、用水量を満たす上で副水源という位置づけですが、通年取水であるが故に施
工中であっても取水の確保が必要なため、施工中の仮取水口の設置を行う必要がありました。
併せて、頭首工取水ゲート設備、土砂吐ゲート設備の改修も、昨年11月から本年 5月までの
非出水期 1期で完成させる計画で発注したものです。
　 1期のみの河川内工事と限られた施工期間の中でも施設機械工事との工程調整、現場内の
安全管理など、監督職員とも連携して円滑かつ安全に工事を進めることが必要でした。
　このような現場条件の中で、現場代理人の渡邉さんは、確実な冬期用水確保のための仮取
水口の設置や共有する現場での安全管理の徹底、監督職員や施設機械工事受注者とも良好な
関係を構築し、工期内の完成に向けた施工に努めていただき感謝しております。
　今後も、安全管理に留意し、労働災害無で
完成するよう、お互い協力していきましょう。

石田朋靖宇都宮大学学長の
メッセージに応えていきたい
　教え子の一人として「石田朋靖宇都宮
大学学長に聞く」をとても懐かしく拝見
しました。
　飲み会の話しも出てきましたが、常に対
話を通して打ち解けていく石田先生らし
さは当時のまま。つながりを大事にされ、
誰からも信頼されるお人柄が、地元に愛
される大学を作りあげたのだと思います。
　「土地改良の仕事に誇りを持ってほし
い」とのメッセージに応えられるよう、農
業土木技術者としてのプライドを持っ
て、これからも地域をデザインしていく
所存です。
 （宮城県　50代男性　地方公務員）

会誌「土地改良」に目を通し、
組織力の意味合いを痛感してほしい
　東日本大震災から10年の特集記事を拝
読しました。どうしても災対室長として
対応した平成7年の阪神淡路大震災のこ
とが思い浮かびます。当時、我々は農業士
木組織の力が試されているとの思いで必
死に対応しました。東日本大震災では民
主党政権が天の試練を受けることとなり
ました。政権の対応には不満が残ります
が、役人はよく頑張ったなと思います。
　閑話休題が全てを語ってくれていま
す。ほんとうに良い記録が残ることにな
りました。現職の皆さんがぜひ土地改良
に目を通して頂き、組織力の意味合いを
痛感して欲しいと切に思います。
 （東京都　70代男性　会社員）

3名の県幹部のお話に圧倒されました
　「東日本大震災からの十年」の特集は、
いずれも読み応えのある記事でした。特
に現地で震災を直接経験し、直後から復
旧に直接従事された3名の県幹部の方の
お話では、それぞれ当事者だから語るこ
とのできる迫力溢れる内容に圧倒されま
した。
　一方、東京で復興の指揮にあたった復
興庁について大臣と参事官という異なる

立場から当時の苦労を振り返られたお二
人のお話は、復興庁の内実を鮮明に物
語っておられ、こちらも大変興味深く読
ませてもらいました。
　さらに除染という言葉はよく耳にして
いましたが、前例のない特殊な仕事に如
何に取り組まれたかを平易な語り口で説
明された「除染事始め」では、除染がどれ
ほど困難な仕事か理解出来ました。そし
て農水省をはじめ土地改良に携わる多く
の人が、様々な場所で異なる立場で直接
間接に協力し震災復興に貢献されたこと
がよくわかりました。
 （東京都　50代女性　区役所勤務）

平野元復興大臣の
「原発は日本列島に不適」は重い言葉
　東日本大震災特集ありがとうございま
した。
　農業農村整備分野の復旧に直接携わら
れた方の言葉に接するのはこれが初めて
ですが、復旧復興に尽された皆様から多
くのことを学ばせていただきました。平
野元復興大臣の「私としては、原発は日本
列島には不適と思っています。」という言
葉を重たく受け止めました。
　現地で5年間除染事業に従事された狩
俣茂雄氏が退任の日に副町長から贈られ
た「私たちは戦友ですね」という言葉も胸
に響きました。
　編集者のご努力に感謝いたします。
 （東京都　60代　会社員）

閑話休題は「東日本大震災からの十年」
の総括そのもの
　閑話休題「農業土木技術者に共有され
るもの」は、第313号の特集「東日本大震
災からの十年」の総括そのものであった
と思います。私の職場にも震災の年、全国
から延べ200名もの人が駆け付けてくれ
ました。地元を離れ、慣れない環境の中、
農業土木ならではの地元に足をつけ、共
に災害復旧事業に取組んでくれました。
仕事はみんなで悩み考え、一段落すると
みんなで喜びを分かち合った。中には10
年たった今でも連絡を取り合う人もい
る。まさに「農業土木技術者の絆は極めて
強固であり、それ無しには今日の復興は
語れない」でした。
 （宮城県　50代男性　地方公務員）
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